
理

論

一語

言 語理論

前
年の
こ
と
に
な
る
が 、
ヘ
ル
マ
ン・
パ
ウル
の
「
言語
史
原理」
が
福
本

喜之
助の
手で
完
訳
さ
れた 。
明
治の
国
語
研
究の
主
宰
者 、
上
回
万
年の
も

と
で 、
研
究
者た
ち
は 、
と
のパ
ウル
の
著
書(一
八
八
O
初
版)
を
中
心
に

言
語理
論を
学ん
だ 。
若い
日
の
八
杉
貞利
が「ス
トロ
ン
グ
氏
言語
史
綱
要」

(一
九
O一)
と
し
て
訳
した
の
は 、
乙
れの
英
語を
通
じ
た
抄
訳だっ
た 。

そと
に
盛
ら
れ
てい
る
理
念
は 、
立国韻
法
則を
尊重
し
た
青
年
文
法
家の
もの

で 、
かつ
史
的
心
理
主
義だ
と
さ
れ
てい
る
が 、
い
まζ
れ
を
振
り
返っ
て
も

決
し
て
棚上
げさ
れ
る
よ
う
な
もの
で
は
な
く 、
と
くに
国
語
学
史の
現
状に

照
ら
して
み
る
と
と
は 、
意
義
深い
と
とだ
ろ
う 。
と
の
出
版の
あっ
た
年
も

容れ
か
け
る
と 、
音
声
学と
言
語理
論に
カ
を
尽した
神
保
特(一
九
六五・

一
二) 、
また
あ
と
を
追
うよ
うに 、
年
改まっ
て 、
かつ
て
の
パ
ウル
の
抄

訳
者でロ
シ
ア
語
学花
尽した
八
杉
貞
利
(一
九
六
六・
二)
の
お
ふ
た
り
が

な
く
な
り 、
そ
れ
は
また 、
方
言
学の
東
条
操(一
九
六
六・
二一) 、
日
鮮
閥

系
論の
金
沢
圧三
郎
(一
九
六
七・
六) 、
言
語
学と
語
源
論の
新村
出
(一
九

六
七・
八)
と
引
き
続い
た 。
現
代
国
語
研
究の
建
設
者をと
ん
な
に
数
多
く

日

下

文

部

夫

失
なっ
た
二
年
間とい
う
もの
は 、
そ
うは
ない 。
し
か
し 、
そ
の
初
期の
理

論
的
骨
格は
福
本
訳の
綿
密
な
行
文に
よっ
て
縫
固と
じ
て
残さ
れ
るζ
とに

なっ
た 。

言
語
過
程
説の
主
唱
者 、
時枝
誠
記
監
修
で 、
「講座日
本
語の
文
法」(
同

巻)
(l)
の
刊
行が
企
画さ
れた
が 、
そ
の
発
刊の
初め
に
こ
の
人
が
失
な

わ
れ
た
(一
九
六
七・一
O)
の
は 、
乙
の
理
論の
支
持者を
得て
進
展
しつ

つ
あ
り 、
また
惹
本
的な
論
点を
残した
ま
ま
今
後に
まっ
とこ
ろが
多く 、

国
語
学
会の
育成
者を
失な
うと
とに
もなっ
た
の
で 、
誠に
惜し
く

思わ
れ

る 。
乙
の
文
法
を
構成
する
素
材
は 、
初め
主と
して
山国
文
法か
ら
出て 、

そ
れ
を
批
判
的に
発
展させ
た
もの 、
そ
の
迎
論の
骨
組み
は 、
対象
(
他)

と
認
識
主
観
(一)
と
をと
もに
包
括
する
超
越
的観
念論を
目
指
すH・
リ

ツ
ケル
ト

か
ら
影
響を
受けた
もの
と
思わ
れ
る
が 、
とに
か
く 、

今
後の
継

承
者・
批
判
者の
足
掛か
りと
な
る
具
体
的課
題がこ
の
講座で
明らか
に
さ

れ
る 。と

の
よ
う
な二
年
間の 、
日
本
人によ
る
か 、
日
本
語につ
い
て
か 、
ど
ち

ら
かの
研
究
業
績(
時に日
本語によ
る
翻訳)
を
見てい
乙
う 。
ζ
の
とこ

ろ
日
本
語
文
法につ
い
て
の
関
心
がい
わ
ゆる
国語
学の
領域
を
離れて 、
一
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般
言語
理
論との
関
連か 、
また
は
特に
英語
と
の
対照
文
法と
か
の
意
味で

急
速に
た
か
まっ
て
い
る
の
で 、
そ
の
よ
う
な
潮
流を
軸
と
して
述べ
る 。

前
年
あた
りか
らの
新しい
動き
が 、
急
激に
目
立っ
て
きた 。
科
学
雑
誌

「
自
然」
(一
九
六
六・
二
||

同
年一
二
月)
に
藤
村
靖
「乙
と
ば
の
科
学」

が
連
載
さ
れ 、
そ
の
内
容と
発
表の
場と
ふ
たつ
な
が
ら
新
鮮だっ
た 。
通
信

理
論を
序と
して 、
構
造
論を
経て
生
成
文
法に
至
る
概
説
が日
本
語
に
英語

を
添え
る
比
較
的
詳
細な
実
例を
挙
げて
展
開さ
れ 、
近
年の
言-語
理
論へ
の

手頃な
案
内に
なっ
て
い
る 。
科
学
雑
誌に
載っ
た
ζ
と
は 、
情
報
科
学講
座

(
全六二
巻 、
一
九
六七・
二
||)

が 、
「
言語
およ
び
行
動」
の
題
目の
も

と
に一
O
巻を
さ
き 、
そ
の
な
か
に
「
言語理
論」
や
「
言
語の
機
械
処
理」

を
含み 、
さ
らに
別の
題
自の
な
かで
文
字や
音
声の
認
識
機
械を
扱っ
て
い

た
り 、
雑
誌「
数理
科
学」
が
言
語(一
九
六六・
八〉
やパ
タ
ーン

認
識〈一

九
六
七・
二)
につ
い
て
特
集を
し
た
り 、
「
情
報
科
学」
(一
九
六五)
が
創

刊
さ
れた
り 、
社
会
的
関
心
が
高まっ
て
きた
と
と
を
よ
く

示
し
て
い
る 。

「
東
京大
学公
開
談
座
九 、
言語」(一
九六
七)
も
啓
蒙
的な
概
説
書と
して

諸
方
面か
ら
分
担
執
筆さ
れてい
る 。(2)
漢
字を
取
り
扱っ
た
文
字
論と
近

代
語
を
取
り上
げた
国
語
史は 、
別に
国
語
史の
講
座
を
編成して 、
そ
の
中

に
置い
て
ほ
し
く 、

言語につ
い
て
は 、
医
学 、
社
会
学 、
人
類
学 、
記
号論

な
ど
の
講
義を
補え
ば
よ
かっ
た
と
忠
わ
れ
る 。
な
お 、
P・
B-
デl
シ

ュ 、
E-
N・
ピ
ン
ソ
ン
著 、
神
山五
郎 、
戸
塚元
吉訳 、
「話しこ
と
ば
の

科
学」
(一
九
六
六)
がベ
ル
電
話
研
究
所
の
所員
の
書い
た
理
学的工
学的

な
もの
と
して 、
また 、
A-
コ
ン
ド
ラl
トフ

著 、
島
原
落
穂
訳 、
「
音と

記
号」
(一
九
六
七)
がソヒ
エ
ト

の
通
俗
解
説
書と
して 、

情
報理
論か
ら

一
般
意
味
論 、
言語
年
代
学 、
宇
宙
言語
学に
まで
及ん
だ
もの
と
して
出た

の
も 、
社
会
的
関
心の
あ
りか
を
教え
る
よ
うに
思
わ
れ
る 。
こ
の
よ
う
な
関

心
は 、
国
語
教
育 、
外国語
教
育 、
あるい
は
言語
障
害に
まつ
わ
る
言
語理

論に
集ま
りつ
つ
あ
り 、
そ
のひ
と
つ
の
現わ
れ
は 、
「
言語
教
育
学叢
書」

が
企
画さ
れ 、
そ
の
第一
期
全六
巻の
う
ち
第三
巻か
ら
第五
巻が「一言語
教

育と
関
連
科
学」
(一
九
六
七)
に
さ
か
れ 、
言語プロ
パ
!

の
領域が
数
多

く
取
り上
げら
れたζ
とに
も
現わ
れてい
る 。
言語の
働きの
本
質とそ
の

構造と
素
材の
研
究が 、
言語の
教
授と
学習の
研
究とひ
と
ま
と
ま
りに
な

るべ
き
もの
と
して 、
カ
を
借
すとい
う乙
と
に
期
待さ
れてい
る 。
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服
部
四
郎
「日
本
語の
記
述
言語
学」
(
国語
学 、
六二 、
六
回)
が 、
最

近
まで
の
日
本の
音
韻
論 、
文
法論 、
意
味
論を
概
括した 。
乙
れ
が
新しい

流れ
を
迎
え
る
仕
度を
意
味
する乙
と
に
なっ
た 。(3)
乙
の
前
後か
らい
わ

ゆ
る
生
成
文
法理
論の
紹
介と 、
そ
の
日
本語へ
の
適
用が
目
立っ
て
きた 。

乙
の
理
論を
決定的に
した
古
典はN・
チョ
ム
ス
キ
ー

の
ω河口Z2Rω可
5・

Z円g
(一
九
五
七 。
甲山泊
康
雄
訳「
文
法の
構造」一
九
六三)
だ
が 、
そ
れ
を

日
本で
最
も
早
く(一

九五
九)
受け
とめ
たクル
ー

プ
は 、
東
京
言語
学サ

ー
クル
だっ
た
よ
うだ 。
黒
田
成
幸 、
南
不二
男 、
勇
康
雄
ら
や 、
『
英語
青

年』 、
『
英
語
教
育』
など
を
中心
に 、
一
色マ
サ
子 、
太田
朗 、
笠
井
満 、
喜

多
史
郎 、
小笠
原
林
樹 、
長
谷
川
欣
佑 、
宮
内
秀
雄ら
も 、
こ
れ
につ
い
て
論

じ
て
きた 。
日
本語へ
の
適
用の
試み
は 、
昭
和三
八
年(一
九六
三)
ど
ろ

か
ら
勇
康雄 、
出火
津
敬一
郎 、
黒
田成
幸 、
J・
D-
マ
ツ
コ
|
リl 、

野
林

正
路 、
長
谷
川
欣
佑 、
藤
村
靖 、
山口
光らが
進め
て
きた 。
生
成
文
法は 、

英語の
風
土で
育っ
た
と
は
言え 、
一
般
言語理
論とし
て 、
諸
言語
を
発
現

さ
せ
る
人
間
共
有の
言語
能
力の
普通
性
を
定式
化し
た
とい
うの
だ
か
ら 、

当
然こ
の
よ
う
な
気
運を
招
く 。
つ
ま
り 、
日
本語な
ど
の
構
文で
検
証
さ
れ



言語理論

て 、
始め
て 、
そ
の
主
張の
普通
性を
確
保
する
の
だ 。

小
山
敦
子
「『の』
『が』
『は』
の
使い
分けに
つ
い
て
||

展
成
文
法理

論の
日
本
語へ
の
適
用
||」

(国
語
学 、
六
六)
は 、
国
語
研
究の
伝
統
的

遺
産
を
じゅ
うぶ
ん
に
継
承し
て 、
そ
の
新理
論に
よ
る
解
釈に
努めた
点に

形
式に
走
ら
ない
よ
さ
が
ある
が 、
い
さ
さ
か
生
成
文
法の
本
性で
ある
統一

と 、
普
遍
性を
検
証
する
に
は
足
りない
便
宜主
義が
見
受
け
ら
れる 。
乙
の

試み
が 、
黒
田
成
幸「ガ・
ヲ
及びニ
につ
い
て」
(
国
語
学 、
六一ニ)
に
お
け

る
現
実に
見ら
れ
ない
仮
定形
式を
窓
意
的と
し
て
批
判し 、
通
時的
事
実で

記
述に
確
か
さ
と
客
観
性を
与えよ
うと
し
てい
る乙
と
は
よ
し
と
し
て 、
事

実と
仮
設と
の
ギヤy
プ
につ
い
て
は 、
生
成
文
法の
原
則
あるい
は 、
変
形

規
則の
批判へ
向か
うべ
きで
は
ない
か 。
奥
津
敬一
郎 、「
自
動
化・
他
動
化

お
よ
び
両
極
化
転
形
||

自・
他
動
詞の
対応
||」(

国
語
学 、
七
O)
は
ま

さ
に
典
型
的な
変
形に
焦
点が
しぼ
ら
れ 、
規
則を
立
て
る
の
に
成
功し
てい

る 。
自・
他そ
れ
ぞ
れ
に
特
徴
素の
ある
もの 、
逆にど
ち
らに
も
特
徴
素の

ない
もの 、
自・
他
全
く
同
形の
もの
など
を
ま
とめ
て
両
極
化
変
形に
あ
ず

か
る
もの
と
した 。
ζ
の
よ
う
な
形
態
論の
分
野だ
けで
は 、
生
成
文
法の
本

質は
必
ず
し
も正
面に
現わ
れ
て乙
ない 。
こ
れ
は 、
構
造
主
義か
らの
転
向

を
検
証
し
てい
ると
と
に
な
る
か
も
知れ
ない 。
早田
輝
洋「
東
京
方
言の
音

韻
化
規
則」(
言語
研
究 、
四
九)
は 、
乙
の
理
論の
音
韻
観
を
検
証
する
もの

で 、
形
態
系の
段
階か
ら
音
声
形
式の
段
階が
生
成さ
れる
変
形
規
則が
示さ

れ
る
が 、
と
れ
は 、
形
態
音
韻
諭が
数
式の
よ
うに
計
算さ
れる
よ
うに
仕
組ま

れ 、
そ
れ
がと
と
で
は
そ
の
ま
ま
形
態
論で
ある 。
すべ
て
が
動
的・
構
成
的

に
理
解
さ
れ
ると
と
以
外に
従
来の
形
態
論に
な
に
を
加えた
か
が
問題で
あ

り 、
音
韻
表
記に
よっ
て
形
式が
扱わ
れ
てい
る
意
味につ
い
て
は 、
必
ずし

もつ
ね
に
明
ら
か
で
は
な
い 。
ア
クセ
ン
ト

につ
い
て
精しい 。
野林正
路

「
動
詞
活
用の
記
述」(
国語
学 、
六七)
は 、
九
州の
諸
方
言につ
き 、
形態

系の
現
実
化の
手
順を
接
合・
統
合・
融
合の
三
段
階に
組み 、
核
文に
置か

れ
るべ
き
活
用
表を
探
り出
して
い
る 。
そ
れ
に
よっ
て 、
広い
地
域
(
九

州)
の
統一
的記
述を
目
差
し
て 、
生
成
文
法の
普
遍
性を
検
証
しよ
う
と
し

てい
る 。
そ
し
て 、
九
州
諸
方
言につ
い
て 、
六つ
の
典
型
的な
統
合型
を
設

定し
て 、
一
応の
意
図を
達
してい
る 。
見か
けの
三
段
活
用が
音韻
規
則を

逆
用し
て
本
質
的に
は
下二
段
活
用と
さ
れる
よ
うな
手
順が 、
従
来の
形
態

音
韻
論で
は
成
り立た
ない
とい
うと
とで
は
ない
だ
ろ
う 。

こ
の
よ
うな
と
きに 、
東
京言語
研
究
所
講
座
委員
会(
委員
長 、
服
部
四

郎)
がで
き
(一
九
六
六・
四) 、
理
論
言語
学講
座
を
発
足怠せ
た
が 、
また

第一
回理
論
言
語
学国
際セ
ミ
ナー(
同
年八・
二
五
|九・

五)
を
組
織して 、

/
|ア

ム・
チョ
ムス
キ
ー(5)

を
講
師に
招
き 、
二
回の
公
開
講
演(6)
も
行

なっ
た 。
講
義は 、
構
文と
音
韻につ
い
て
行わ
れた
が 、
研究
討
論に
は 、

受
身(
報
告
者 、
長
谷
川
欣
佑) 、
他
動(
橋
本藁
太郎) 、
助
詞(
井上
和
子)

(7) 、
動
詞の
複
合シ
ン
ボル(B)
(
勇
康雄) 、
構文
変形理
論(
野
崎昭
弘) 、

実
現
のモ
デル
(
藤
村靖) 、
ア
クセ
ン
ト

体
系(9)
(
早田
輝
洋) 、
促
音と

掻音(凶)
(
黒
田
成
幸)
が
取
り上
げら
れ 、
日
本
語を
資
料と
し
て 、
生
成

文
法理
論の
検
証
が
さ
れた 。
ζ
うし
て 、
共同
作業が
生
成さ
れつ
つ
ある

こ
と
は 、
喜ば
しい
と
と
だ 。
言語の
本
質を
能
力
82司2
28
に
あると

し 、
そ
の
規
律を
記
述とい
うよ
り 、
演緯
的に
洞
察しよ
うと
する
チョ
ム

ス
キ
ー

は 、
ラン
ガ
lジ

の
脈
絡を
定
式化し 、
計
算する
途を
付
けた
の
だ

が 、
そ
れ
に
は
代
入
あるい
は
変
形
とい
う
考えが
取
り入
れ
られ 、
多
くの

成
果を
得た 。
そ
れ
は
理
性
主
義
的
手段に
よっ
て 、
従
来の
記
述
方法を
非

難
し
てい
る
の
だ
が 、
経
験
主
義に
立つ 、
実例の
蓄
積と
分
析に
も 、
方
法

と
理
論が
必
要な
の
だ
か
ら 、
そ
れ
が
ラン
ガ
lジ

の
軌
跡の
推
論を
許さ
な

47 



い
と
断
言は
で
き
ない
の
で
は
な
か
ろ
うか 。
と
に
か
く 、

豊
か
な
歴
史
的
資

料
を
持つ
国
文
法が 、
乙
れ
か
ら
生
成理
論を
問題
と
する
に
し
て
も 、
小
山

敦
子の
よ
うに 、
そ
の
心
的
過
程のモ
デル
を
資
料と
融
和さ
せ
る
よ
り
も 、

対決さ
せ
る
方が
生
産
的で
は
ない
か 。
従
来の
記
述
的
方
法と
変
形
文
法
は

し
ば
ら
く

平
行し
て
歩むこ
と
に
な
る
だ
ろ
う 。

生
成
文
法理
論に
は 、
言
語を
能
力
と
し
て 、
ヨ
lロ
ー

バ
の
古血目的
言語

観へ
の
回
帰だ
と
主
張
さ
れ
る
点(
己 、
ま
た
言
語の
発
現の
結
果で
は
な
く 、

そ
の
心
的
過
程
を
重
視し
て
構
造
主
義を
批
判
する
点で 、
伝
統
的
言語
観に

立
ち
帰る
とい
い 、
過
程乙
そ
言
語だ
と
する
時
枝文
法の
言
語
過
程説と一

脈
相通
じ
る
点が
ない
と
は
言え
ない 。
そ
し
て 、
そ
れ
ぞ
れ
にバ
ン・
イン

グ
リッ
シ
ズ
ム
と
汎日
本
語
主
義が
見
受け
ら
れ
る
点に
も
共通
点が
ある 。

時
枝
誠
記
「
詞
辞
論の
立
場か
ら
見
た
吉
本理
論」(日
本
文
学 、
一
九
六

七・
八)
で
も 、
そ
の
説
を 、
言語を
表
現と
理
解の
行
為と
す
る
仮
設
的
理

論
と
し
て
位
置づ
け 、
言
語に
よ
る
恩
考の
表
現の一
般
的
法
則が
文
法だ
か

ら 、
思
考に
お
ける
能
動
的
統一
化の
よ
りどこ
ろ 、
表
現
主
体を
除か
ず 、

思
考の
全
面
を
お
さ
えた
文
法
休
系が
必
要だ
とい
う 。
そ
し
て 、
言
語
活
動

で
思
想
を
伝
達
する
の
は 、
物理
的心
理
的な
継起
的
過
程で
ある
と
する 。

時
枝
誠
記「
文
法
体
系と
言
語
観」(
講
座・
日
本
語の
文
法3 、
一
九
六
七・

一
O)
で
は 、
要
素の
結
合
体と
見る
言
語
構
成
観
を
否
定し
て 、
実
体と
し

て
で
な
く 、

表
現と
し
て
捉え 、
事
物に
対する
認
識の
仕
方(
即ち
意
味)

と 、
事
物に
対する
判
断
を
統一
的に
表
現
する
とい
い 、
外
在
する
の
で
な

く 、
表
現
主
体の
窓
志に
基づ
く

文
体的
表
現
(
辞)
が
大
切だ
とい
う 。
三

浦つ
と
む「認
識
と
言
語の
理
論」
二
巻
(一
九
六
七)
は 、
言
語
過
程
説
を

言
語の
真
相を
解
明
する
もの
と
し
て
継
承しよ
うと
する
の
だ
が 、
そ
の
過

説
程
は
実
体
観へ
の
偏
りを
正
し
な
が
ら 、
過
程
観へ
の
偏
りを
生じ
た
と
し

て 、
そ
れを
改め
て
完
全な
言語理
論に
しよ
うと
する 。
言
語
活
動(こ
と

に
理
解
過
程まで
含む)
と
言語と
を
同一
視
する
わ
けに
はい
か
ない
と
し

て 、
交通
過
程の
媒
介
物 、
音
声や
文
字が
実休で
あ
りな
が
ら
過
程
的
構
造

を
隠し
もっ
てい
るζ
と
を
認め 、
特に
表
現の
た
め
の
規
範の
存
在を重
視

し 、
ζ
れ
が
概
念
を
媒
介する
過
程を
強
調して 、
そ
れ
を
時
枝迎
論に
加え

る 、
そ
し
て 、
結
果と
過
程
を
統一
的に
把
握すべ
きだ
とい
う 。

生
成
文
法
は 、
心
的
過
程そ
の
もの
を
理
性
主
義に
立っ
て
抽
象
的
規
則の

束に
組み
上
げ 、
また
そ
の
基
底に
抽
象
的
構
造を
明
確
な
形
式と
し
て
設
け

る
な
ど 、
抽
象の
体
系
化・
形
式化が
目
立
ち 、
そ
れ
に
対し
て 、
た
と
え
心

理
的な
もの
だ
ろ
うと 、
具
体
的な
存在以
外を
認め
まい
と
し 、
主
体主
義

に
立つ
過
程
説と
は
到
底あい
入
れ
ない
も
の
と
恩
わ
れ
る 。
い
ず
れ
にせ

よ 、
乙
の
両
者はソシュ
lル

のい
うラン
ガ
l

ジ
の
領域に
鍬
を
入れよ
う

と
した
もの
で 、
言語
過
程
説で
は
言語
活
動の
ある
が
ま
まの
経
路 、
つ
ま

り
場に
お
けるパ
ロ
ル
の
回
路をと
ら
え
て 、
ラン
ガl
ジ
とい
う
働
きと
同

一
視
し 、
単
純な
発
話か
ら
大
宣
伝達
に
至る
まで 、
主
体の
実惑
を
軸
と
し

て
延長
する
が 、
生
成
文
法で
は 、
言語の
本
質をそ
の
活
動(
作
用)
の
拠

点と
な
る
心
的
過
程の
論理
に
集中し
て 、
そ
れ
を
普遍
的
抽
象
形
式と
し 、

隠
れた
構
造に
光を
当て
よ
うと
し
てい
る 。
幼児
言語の
発
達
は 、
音
声
信

号に
反
応
する
言
語
中
枢の
完
成の
上に
立
ち 、
言語
体
系
即ちラン
グ
の
で

は
な
く 、

言語
機能
即ちラン
ガ
lジ

の
定
着に
そ
の
本
質
が
あ
る
と
さ
れ

る 、
そ
の
よ
うな
機能
を
式に
展
開
する乙
と
が
試み
ら
れ
てい
る
と
言っ
て

よ
か
ろ
う 。
チョ
ム
ス
キ
ーの

説
は 、
年々
発
展しつ
つ
あ
る
が 、
梶回
復

「
変
換
文
法の
最
近の
動き」(
英語
教
育 、
一
九
六
六・一一
l六

七・一二)
が

あっ
て 、
そ
れ
を
跡づ
け
てい
る 。(
巴

黒
田
成
幸「
促
音及び
接
音につ
い
て」(
言語
研
究 、
五
O)
は 、
生
成
音
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言語理論

韻
論を
展
開
した
もの
で 、
音
韻
論を
文
法の
音
韻
構成
部
門と
考
え
てい
る

か
ら 、
深
層の
基
本
音
韻
形
式 、
例えば
芯ユ白
「
通っ
た」 、
gσg
「
飛ん

だ」 、
ECEユ
「カッ
キ
リ」 、

ζDCroユ
「シヨ
ン
ボ
リ」
が
音
韻
規
則
群

(
航
行
同
化
則 、
鼻
音
化
則 、
逆
行
同
化
則)
に
よっ
て
表
脳の
音
声
形
式

ロ0・2巴〔
Err
E]
と
つo
E白][印可og
gz]
に
至り
着
くと
し 、
そ
の
悶に
チ

ョ
ム
ス
キ
ー
も
言うよ
うに立日
系の
介
在は
認め
ら
れ
ない
よ
うに
見
え
る 。

言い
換
え
れ
ば 、
促品目
及び
接
音は
生
成
音
韻
論の
概念と
し
て
は
定
義さ
れ

ない
が 、
し
か
し 、
物理
的・
心
理
的・
社
会
的に
成
立してい
る
知
党
行
動

の
階
程の
中に
音
采
を
位世づ
けて
生
成
文法
と
矛
盾さ
せ
ない乙
と
はで
き

る
だ
ろ
う
が 、
そ
の
存
在を
一証
明
する
主
任は 、
立日系
肯定論に
あ
る
と
し
て

い
る 。
構
造
言語
学の
基
盤が
音
来の
記
述なの
で 、
言語
理
論に
取っ
て
こ

れ
は
重
要な
論
点だ
が 、
音
素が
知
党か
仮
設か 、
そ
の
認
識
論が
か
み
あ
う

か
ど
う
か
疑
問に
な
る之
さ
ζ
れ
と
合わ
せ
て
検
討
すべ
き
もの
は 、
小
泉

保
「
形
態
素と
形
態
音
素
的
操
作」(
言語
研
究 、
五
O)
で 、
や
は
り日
本
語

の
動
詞
音便
形
を
取
り上
げ 、
構
造
主
義の
形
態
系
論に
立っ
た
添
加・
削
除・

置
き
換
え
(
添
加+
削
除)
の
操
作に 、
特
定の
変
化を
要
求
する 、
指
向
性

の
形
態
音
采を
加えた
「
押し
込
み
形
態
系」
を
設け 、
基
本
形に
そ
うい
う

形
態
系を
押し
込ん
で
結
果
形を
得る 。
乙
の
変
化の
指
向
性を
記
号化し
て

算
入
した
の
は 、
一
面
生
成
文
法の
変
形とい
う
考
え
が
影
響した
か
もし
れ

ない 。
南
不二
男
「
長
崎
県口
之
津
方
言の
形
態
音
韻
論」(
言
語
研
究 、
四
九)

(は)
は 、
形
態
系の
具
体
化の
過
程を「
形
態
論
的」
と
「
音
韻
論
的」
との
ふ

たつ
の
段
階に
分
け 、
形
態
素が
「
形
態
論
的
条
件に
よ
る
形
態
音の
選
択」

や
「
音
韻
論
的
条
件に
よ
る
音素の
選
択」
を
経て
具
体
化
する 。
そ
の
道
筋

を
命題
計
算
式で
示
し
てい
る 。
段
階
的
な
取
り
扱い
に
よっ
て
精
密に
な
る

と
同
時に
矛
盾を
取
り
除い
た
そ
の
構成
は
見
事だ 。
「
形
態
音一
の
設
定が

鍵に
なっ
てい
る
が 、
段階
的な
過
程に
生
成とい
う
考
え
が
反
映し
てい
る

か
も知
れ
ない 。
い
ず
れ
に
せ
よ 、
音
索
と
形
態立日系に
よ
る
段
階
的な
取
り

扱い
は
従
来か
ら
あっ
た
し 、
と
の
構築が
生
成
文
法に
よっ
て
排
除さ
れ
る

もの
と
は
思わ
れ
ない 。(
盟

国
広
哲
弥「
比
較
表
現
論の
基
礎」(
表
現
研
究 、
五J
は 、
言語
表
現の
比

絞を
言語
構
造に
限っ
た
もの
と 、
場
面との
関
係を
扱う
もの
に
分け 、
前

者につ
い
て
チョ
ム
ス
キ
ー

の
理
論が
言語
体
系
悶の
比
較の
た
めの
共通
分

母を
明
確に
し
た
と
して 、
希
望
を託
し 、
「カラス
が
割れる
音」
と
J
Z

8
5ι
0町
宮or
g四一凶器 ご
の
両
者を
非
常に
よ
く
似た
深
層
構
造
に
還
元し

て 、
見か
けの
相
違が
除か
れ
る乙
と
を
喜ん
でい
る 。
また 、
国
広「
意
味

分
析の
方法
||日

英
語
比
較
研
究の
手
順」(
現
代
英
語
研
究 、
一
九
六七・

一
l六

七・
三〕
で
も 、
文
脈の
構造と
場
面と
を
もっ
て
する
意
義素
分
析

に
か
か
る
前に
変形
文法
的
準備処理
戸
文
脈の
深
層
構
造へ
の
還
元)
が
必

要だ
と
し
てい
る 。
チョ
ムス
キ
ー

の
「
変
形は
意
味を
変え
ず 、
意
味的
要

素は
全
て
深
層
構造の
段
階で
揃っ
て
お
り 、
意
味
解
釈は
深層
構
造の
段
階

で
な
さ
れ
る」
とい
う乙
と
ば 、
は
修正
を
要
する
と
し
て
も 、
そ
の
大
筋を

取
り
入
れ 、
表
層
構
造に
惑わ
さ
れ
て
窓
義の
分裂
を
招か
ない
よ
うに
しよ

うとい
う 。
もっ
と
も 、
生
成
文
法で
は 、
構
造
的
意
味は
と
に
か
くと
し
て 、

場
面
的
意
味が
抜
け
落ちるζ
と
が
指
摘さ
れ 、
知
覚の
機
能をしか
るべ
き

地
位に
置
き 、
経
験
論に
立っ
た
帰
納的
研
究
法の
価
値が
強調さ
れ
てい
る

乙
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
ない 。

橋
本
麓
太
郎「
文
法
構造の
関
係概
念と
範
隠
概
念」(一言語
研
究 、
五一)

は 、
チョ
ム
ス
キ
ー

の
基
底
成
分の一
部に
改訂を
求め
てい
る 。
チョ
ム
ス

キ
ー

で
は 、
時
所につ
い
て
の
範
磁概
念が
未
分
化の
ま
まに
用
意さ
れ
てい

る
が 、
そ
の
不
徹
底さ
を
突き 、
そ乙
まで
分
析を
及ぼ
し
て
文
法
構造に
展
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開
すべ
き
と
と
を

説い
て 、
範
隠と
関
係の
概
念の
峻
別
を

し、
理
論の
普
一極

性と
単
純
性と
を
高め
た
もの
で
注
目
さ
れ
る 、
川
本
茂
雄 2叶
Z
Hν一宮市
O町

ミ
ミ
E
5
F
自民0
5
30
2-
0
55ヨ
RMW
(
言
語
研
究、
五
二
は、
ブ

ラ

ン

コ

・

ス

イ

ス

学

派

の

関

心

に

あ

る

と

乙

ろ

か

ら
、

パ

イ

イ

の
ニ一一
口

う

ヨ
o

E
回

を

生

成

文
法の
悲
底
椛
造
に

組
み
込
む
こ
と

を

試
み
た
もの
で 、
そ
れ
に
よっ

たフ
ラン
ス
語の
接
続
法の
説
明
が
単
純
化さ
れ
る
とい
う 。
ζ
れ
もチョ
ム

ス
キ
ー

の
班
論を
補
強
する
提
案で
ある 。
長
谷
川
欣
佑 、「
変
形担
論の一
傾

向
批
判」
(ζ
と

ばの
宇
宙
一

九
六
七・一
二
)

は 、
同
誌
に

連
載(
九
月
|一

一

月
)

さ

れ

た
、

ζ
円

。

t

i

a

\
R

玄

g

ロ
ト

コ

同

白

コ
門

ご

r
o

u

g

R

e

t

s

o
『

戸
何回

口
B

∞
己白
唱
ヘ(
凶
)

を

批
判
し

た

もの
で
、

変
形の
手

続き
につ
い
て 、
そ
の
乱
用
を

い
ま

しめ 、
単一
の
変形
は
単一
の
操
作(
省
略
・

代入
・

付
加)
に

限る
と

い
う一
般
的な
制
以
が
必
要だ
と
する 。
そ
して 、
深
層
構
造か
ら

表
層
構
造

と
し
て

音
声
形
式が
出
て

くる一
方で
は、
意
味の
構
造
も
命
題
計
算
式の
形

を

とっ
て
組
み
上
げ
ら

れ
て
、

深
層
椛
造
と

の
結
び
付
き
方
が
論じ
ら

れな
け

れ
ば
な
らない
と
言う 。
乙
の
意
味
部
門
は 、
今後
生
成
文
法が
積
極
的に
充

実
すべ
き
もの
だ
ろ

う。
そ
れ
に

つ
けて
も
国
広
哲
弥の
意
味
論の
発
展

が
期

待さ
れ
る 。
な
お 、
黒
田
成
幸は 、
変
形に
付
着
変
換
||

強
調
的
窓
味
要素

が

文

の

特

定

の

構

成

部

分

を

差

し

て

付

与

さ

れ

る

時
、

必

要

と

な

る

生

成

文

法

的

手

段

lー

を

新

し

く

加

え
、

助

詞

「

は

」

を

放

っ

た

と

い

う
。

桁
本
蔦
太
郎
「
拝
啓
グ
ロ
|

タ
l

ス
神
父
様」
(
乙
と

ば
の
宇
街、
一
九
六

七
・

一

二
)

は
、

日

本

語

を

下

地

に

し

た

身

ぶ

り

語
{

げ
)

に

生

成

文

法

を

適

用

し

た
もの
で 、
そ
の
底に
和洋
共通の
普遍
的な
格
文の
存
在を
立
証
し
た
も

の 。
限
定と
被
限
定で
は 、
限
定
語
に
被
限
定語
が
暗に
含ま
れ
て
い
る
||

言い
換
え
れ
ば 、
被
限
定語
じ
し
ん
が
ど
ち
らに
も
合ま
れ
る二
つ
の
文の
結

び
目と
なっ
て
い
て 、
そ
の
英
語
など
の
深
回
総造と一
致
す
るこ
と
を
指
摘

し
てい
る 。
久
野
噂「〉Zり
と
『卜・
ニ・
ヤ』」(乙
とば
の
宇
宙 、
一
九

六
七・一
二)
は 、
同
広
哲
弥
「

メ
ロ
円

『と
・

に・
や・
も』
i|
口
英
両
語

語
誌の
比
較
||(

言
語
研
究、
五
O)
(
凶)
の
批
判
として
現
わ
れた 。
乙
の

よ
う
に

生

成

文
法の
日
本
語

へ
の
適
用が
目
覚
ま

し
く

発
展

した 。
(
凶)

生
成
文法
を
受
け
入
れ
る
準
備
は 、
次の
よ
うに
で
きてい
た
の
で
はない

か 。
校
文か
らの
変形につ
い
て
は 、
すで
に
黒
悶
成
幸「
言語
の
記
述」(一

九
六
O)
の
ほ
か
田
村
す
ず
子 、
南
不二
男など
に
も同じ
よ
うな
椛恕が
あ

り
、

三

尾

砂

「

国

語

法

文

章

論
」

(

一

九

四

八
)

に

は

「

転

位
」

と

い

う

用

語

ま

で
ある 。
佐
久
間
鼎「日
本的
表
現の
言語
科
学」
(一
九
六
七)
は 、
長
年の

研
究の
総
括だ
が 、
ビュ
l
ラ
|

の
語
理
論とゲシ
タル
ト

理
論に
立っ
て 、

稿
文の
発
生・
発
達
を

追い、
「
語
法
的
桃
造の
面か
ら

す
れ
ば、
前
後の
つ

な
が
りとい
う乙
との
ほ
か
に、
い
わ
ば
内
面
的な
交
渉
を

念
頭
に
お
かな
け

れば
な
らない
か
らで
す 。
(
中
略)
椛
文
論の
課
題
は 、
ζ
うして
線
分の
き

れつ
づ
きの
よ
うな一
次
元
的な
もの(
文節)
で
はな
くて 、
二
次
元の
面 、

三
次
元の
立
体に
お
ける
関
連につ
い
て
も
検
討さ
れな
くて
はな
りませ
ん

(六
六
|六

七ぺ
ご
と
言っ
て 、
チョ
ムス
キ
ー

と
異なっ
た
側
面で
文の
内

面
的な
展
開を
考えてい
る
(
体
制
的
全
体の
場に
よ
る 、
表出
||うっ

た

え

111

柿

写

||

演

述

の

段

階

的

発

生

的

展

開
、

話

線

の

編

成
、

相

〈
o
-

8

を

軸と
する
悉
手に
よ
る
構
造
式な
ど)
の
だ
し 、
そ
の
流れ
を
汲む
三
上
輩に

も 、
陳
述
似
き
の
ER
E吋H
に
辺
元して
文
を

考
える
行
き
方
が
ある 。

ノ
lム・

チョ
ムス
キ
ー「

言語迎
論に
お
け
る
変らぬ
問題」
(ディ
オ
ゲ

ネ
ス

日
本
版
一

)

は、
そ
の
著
書
の白
コ
2
5
ロ

ピ
コ

同
5
2
5

0
8
3

の
抜
率

で 、
十
七
世
紀の
型
性
主
義
者の
言語
観とそ
の
文
法

を

紹
介して 、
そ
の
伝

統の
復帰が
生
成
文
法に
よっ
て
来さ
れ 、
言語の
本
質が
解明
さ
れ
る
との

白
負を
述べ
て
い
る 。
あ)
し
か
し 、
そ
れに
限
度の
ない
もの
で
は
な
く 、
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お
の
ずか
らそ
の
担
当
すべ
き
分
野が
あるこ
と
に
気
付
くべ
きだ
ろ
う 。

言語理論

ロ
マ
ン・
ジャコ
プソン
「
言
語
本
質の
探
究」
(ディ
オ
ゲ・不
ス
日
本
版

一)
は 、
パ
ース

の
記
号
論(幻)
を
引
用し
な
が
ら 、
音と
義
の
連
合の
任意

性が
共
時
的な
必
然
性に
置き
換わ
る乙
と
を
指
摘し 、
言語が
イコ
ン
か
ら

イン
デクス 、
シ
ン
ボル
の
聞
を
動
揺
する
もので
あ
り 、
拘
束
(
事
実)
と

創
造
(
法
則)
の
両
面を
持つ
と
してい
る
の
は 、
両
大
陸の
構造
主
義
言語

学の
指
導
者の
ひ
と
りの
言と
して
の
幅の
広
さ
を
感じ
させ
る 。

『ディ
オ
ゲ
ネス』
(日
本
版一)
の
刊
行に
引き
続い
て 、
第二
回理
論
言

語
学
国
際セ
ミ
ナ
ー

(一
九
六
七・
七・
二
六
l

八・
五)
で
R・
ヤコ
ブソン

の
諮
義が
あっ
た 。
そ
れ
は 、
言語
学
火
を
背
景に
置い
た
言語理
論の
概
観

だっ
た
a)
が 、
乙
の
老
大
家の
言説に
直
接
触れ
る
乙
と
は 、
戦
後
育ちつ

つ
ある
構造
主
義
的
研
究の
進
度
を
量る
た
め
に
も 、
新
興
の
チョ
ム
ス
キ
ー

の
理
論の
位
置
を
考え
る
た
め
に
も
効
果
的なと
と
だっ
た
し 、
また
よい
時

期に
当たっ
て
い
た 。
言
語
病理(M)
か
ら二
言
語
使用に
及ぶ
話題
の
中で 、

生
成
文
法
は 、
統
辞
論に
連
合の
軸
を
結
び
付けた
もの
と
して
位
置づ
け
ら

れ
た 。
橋
本
鳶
太
郎 、
藤
村
靖 、
井上
和
子 、
J・
D-
マ
ツ
コ
l
リ1
ら 、

参
加
者か
ら
生
成
文
法の
立
ち
場か
ら
見て 、
度々
の
質
問が
あっ
た
が 、
特

に
主・
述
構
造の
普遍
性につ
い
て
論
義が
集
中し
た 。
ヤコ
ブソン
に
依れ

ば 、
児
童の
言
語
発
達(
告
か
ら
見て 、
深
層
構造(お)
に
おい
て
主
述は
基
礎

的な
もの
で
は
な
く 、

諸
言
語
聞に
も 、
主
述
関
係を
必
然と
し
ない
もの
が

あ
り 、
関
係
代
名
詞を
欠
く
もの
の
多い
ζ
と
を
指
摘し
ない
訳に
は
行か
な

い
と
い
う 。
と
のζ
と
につ
い
て
は 、
佐
久
間
鼎の
立
ち
場と
相通じ
る
もの

と
言え
よ
う 。
日
本
語
は 、
「
欠
く 、べ
か
らざ
る」
主
語
は
欠
き 、
関
係
代
名

詞
も
欠
くの
で 、
こ
の
設
聞につ
い
て
の
検
証に
適した
言語のひ
とつ
だ
か

ら 、
従
来もそ
うで
あっ
た
よ
うに 、
こ
れにつ
い
て
日
本の
研
究
者の
寄
与

が
今
後と
も
期待
さ
れ
る 。

四

すで
に 、
湯
川
恭
敬「『主
語』
に
関
する
考
察」(
言語
研
究 、
五一)
が 、

助
詞「ハ」
と
「
カ」
に
まつ
わっ
て 、
主
語の
問
題
を
論じ 、
すべ
て
の
日

本
語の
文は 、「
連
用
修
飾
形
式」
と
「
述
語
形
式」
で
造られる
と
し
て 、
主

語の
優
位
を
否
定し 、
人
称
変
化
も
格変化
も
必
ずし
も「
主翠巴
の
存
在を

特定
化し
ない
と
付け
加えてい
る
が 、
そ
の
論
旨は 、
湯川
恭
敬「日
本
語

と
『主
語』」(乙
と
ば
の
宇
宙 、一
九
六
七・
九)
に
再び
取
り
上
げら
れ 、
乙

れに
始まっ
て 、
橋
本
高
太
郎 、「『
主
語』
の
統
辞
論」(
同
誌 、一
O
月) 、
三

上
章「
存
在
表現
をめ
ぐっ
て」(
同
誌 、一
一
月) 、
湯川
恭
敬「ふ
た
た
び
日

本
語と『
主
語』
につ
い
て」(
同
誌 、一
一
月) 、
黒
田
成
幸「
論理
学上の
主

一諸」(
同
誌 、一
九
六
七・
ご
己
が
連
続
討
論を
重ね
た 。
橋
本に
依れば 、「
論

点は 、『
主
語』
が
存
在
する
か
し
ない
かで
は
な
くて 、

存
在
する
と
仮
定し 、

乙
ζ
で
はそ
れ
が
省か
れてい
る
と
説
明
する
枠
組みと 、
もと
もと
存
在し

ない
の
だ
と
性
格づ
ける
枠
組みと 、
ど
ち
らが
よ
り
合理
的に
そ
して
有
効

に 、
そ
の
言語を
説
明し 、
そ
の
話
手の
直
観
を
満
足させ
る乙
と
が
で
き
る

かとい
う
点に
存
在
する」
と
し 、
「
文
法は
必
ずし
も
人
聞の
言語
活
動の

行
為
模
型と
して
考え
ら
れて
はい
ない」
と
言う 。
そ
の
見地か
ら「
主
述

関
係」
の
仮
設
を
認め
るべ
き
だ
と
考える
の
だ 。
だ
と
する
と 、
「
主
述」

を
基
底K
置
か
な
くて
も 、
有
効な
枠
組み
がで
きる
か
もし
れ
ない
と
もい

え
る 。
また 、
チョ
ム
ス
キ
ー

の
言うよ
う
な
諸
言語の
背
景に
ある
普遍
的

な
心
的
過
程
と
い
う
主
張
はい
さ
さ
か
後
退せ
ざ
る
を
得ない 。
乙
れ
らの
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論
議
の
参
考
と
な
る
も
の
に、
米
井
久
之
助
「
二
軍一
主
語
の
現
象
と
日
本
語」

(
言
語
生
活、
一

九
六
六・
五、

「
言
語
の
紡
造
」
一

九
六
七
に
再
録)

と

三
上
翠

「
日
英
文
法
の
比
較
」
(
大
谷
女
子
大
学
紀
要
一
)

が
あ
っ
た
。

日
本
語
に
限
っ

て
二
重
主
語(
さ
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く、

三
上
平
の
主
認
否
定
冶(
幻)
が
変
り

な

く

述

べ

ら

れ

で

も

い
F
3
0

五

搾
臼
忠
夫
は、
「
理
解
の
格
造

||
巨
視
的

意
味
沿
の
試
み

||」
(
同
話
国
文、

一

九
六
六・一
二
)

と、
「
的
文
論

||
日
本
語
の
構
文
的
モ
デ
ル

||
」
(
国
語
国

文、
一

九
六
七・
六)
で、

そ
れ
ぞ
れ
に
波
律
的
な
公
式
を
建
て
た
。

交
け
て

の
行
動
に
つ
い
て、

理
解
の
法
本
形
式
を
三
通
り
設
け、

意
味
の
可
能
性
の
大

き
さ
と、
そ
の
選
宍
行
九
の
組
み
合
わ
せ
を
考
え
た。
成
分、
句、
白山
詞
に
つ

い
て、
公
恕
・

定
五
・

定
md.
を
与
え、
日
本
語
型
構
文
を

定
義
し
て、
ω
博

文
的

関
係
は
認
ま
た
は
活
用
に
よ
っ

て
表
わ
れ
る。
ω
か
か
り
支
げ
の
万
向
は

後
向
型
で
あ
り
、

同
一

の
受
け
る
成
分
に

か
か
る

成
分
の
問
で
語
順
を
変
更

し
て
も
裕
文
的
に

同
型
で

あ
る

場
合
が

あ
る
。

ω
成
分
の
中
で
次
の
各
機
能

が
奥
な
る
成
分
に
よ
っ

て
表
わ
さ
れ
る
な
ら
ば、

そ
の
部
分
の
順
序
は、

概
念

を
表
わ
す
部
分
八
陳
述
を
表
わ
す
部
分
八
椛
文
的
関
係
を
表
わ
す
部
分
八
提
述

を
表
わ
す

部
分
と
な
る
と
し
て
い
る
。

チ

ョ
ム
ス

キ
ー
と
は
離
れ

て
、

理
性
主

義
的
理
論
を
組
み
上
げ
る
試
み
と
し
て
注
目
さ
れ
る。
演
律
的
論
理
が
た
だ
ち

に

主

述

関

係

に

す一

つ

チ

ョ

ム

ス

キ

ー

の

深

w

m

追

を

普

遍

的

に

す

る

わ

け

で

も

な
く、

も
し
意
味
論
か吉
り
し
て
そ
の
普
-泊
性
が
保
証
さ
れ
る
と
い
う
な
ら、

佐

久
間
の
発
生
論
的
な
段
併
説
が
隊
市首
に
な
る
だ
ろ
う。
一一一日
活
の
多
段
な
性
絡
を

生
成
文
法
が
ど
の
よ
う
に

吸
収
す
る
か
。

ど
乙
ま
で
そ
の
論
理
椛
成
を
柔
軟
に

す
る
か
。

今
後
の
課
題
と
し
て
残
っ

て
い
る
。

し

か
し、

持
品
の
論
に
は
線
条

的
な
関
係
が
正
面
に
立
っ
て、

内
容
の
立
休
性
に
欠
け、

段
階
と
変
形
の
よ
う

な

動

的

な

椛

成

が

欠

け

て

い

る

う

ら

み

が

あ

る
。

(
却
)

構
造
主
義
の
側
か
ら
は、

ノ
ア・
S・
プ
ラ
ン
ネ
ン
「
日
本
語
に
お
け
る
対

を
な
す
白
・

他
動
詞
と
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
」
(
国
語
学、
七
O)
が
あ
っ
た
。

K
-
L

バ
イ
ク
の
方
法
を
試
み
た
も
の
で、

行
と
列
(
異
な
っ
た
次
元
の
交
叉
点
を
図

式
化
し
て
示
す
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
)

の
手
法
を
用
い
れ
ば、

複
雑
な
言
語
構
造
を

む
や
み
に
直
接
構
成
要
素
に
分
解
す
る
ζ
と
な
く、

そ
の
ま
ま
表
現
す
る
ζ
と

が
で
き
る
。

ま
た、
そ
の
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
を
操
作
し
て、

新
し
い
発
話
を
生
成

す
る
こ
と
が
で
き
る、

と
す
る
。

乙
乙
で、
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
は、

実
験
的
観
測

か
ら
出
発
す

る
こ
と
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。
そ
し
て、
そ
の
第一
次

の
資
料
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
の
行
と
列
の
順
序
の
置
き
換
え
が
考
慮
さ
れ、

い
く
つ

か
の
同
じ
項
目
に
つ
い
て
つ
く

っ
た
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
を
合
成
し
て、
総
合
的
な

数
字
を
発
見
す
る
乙
と
に
な
る。

対
を
な
す
白、
他
動
詞
に
つ
い
て、
ζ
の
方

法
が
確
か
に
一

応
の
成
功
を
収
め

て
い

る
。

ω白
5

乙白
2
C
2・

m

dr
z
q
Z

2
2
n
z
s
z
牛
肉
一
山
田
可
コ
S
H
巾
門戸
己
』白
一一u
o
E
2

5
0
与
四
百
司

令
也
町
田)

も
出
て、

海
外
の
研
究
者
の
発号一口
が
多
く
な
っ
て
き
た
こ
と
に

気
が
付
く。(
初)

今
泉
ヒ

ナ
子
の
シ
ド
ニ
ー
-
M
・

ラ
ム
の
成
岡山
文
法
児
論(
れ)
に
よ
る
試
み
(
第
五
六
回

日
本
言
語
学
会
大
会)

も
あ

っ

た
。

誌
上
で
の
発
表
が
ま
た
れ
る
。

亀
井
孝
「
ハ

ワ
か
ら
ハ
ハ
へ
」
(
言
語
文
化、

四)

は、
「
そ
の
も
の
を

か

た
ど
ら
な
い

と
と
ろ
が
こ
と
ば
の

乙
と
ば
た
る

ゆ
え
ん」、
「
乙
と

ば

の
ち
が
い
が

あ
っ
て
こ
そ

も
の
と

も
の
と
は

ち
が
う
こ
と
が

で
き

る
」

と
い
う
ソ
シ
ュ

l
ル
の
立
場
に
い
な
が
ら、

語
に
形
で
つ
な
が
る
詳
化
を

認
め、

音
じ
し
ん
が
意
味
に
+応
接
す
る
必
然
の
あ
る
と
す
る
点
は、

ヤ
コ
ブ
ソ

ン

と

通

う

と

と

ろ

が

あ

る
。

チ

チ

ーー

ジ

ジ

119

オ

ジ

と

平

行

し

て
、

ハ

ハ

||

パ

パ

|i

オ

パ

が

あ

り
、

そ

の

時吋

に

位

置

づ

け

ら

れ
、

チ

チ

ま

た

は

テ

テ
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と
対
照
して 、
同
音反
覆と
して

受
け
取る
強い
伝
統が
あっ
た乙
と
を
想
定

し 、
そ
れ
がハ
ハ
へ
の
回
帰
を
支えた
と
し
てい
る 。
言
語
記
号の
任
意
性
を

制限
する
イコ
ン
がζ
乙
に
感じ
ら
れる 。

大
久
保
忠利
「
文
字の
言
語心
理・
試
論
||

話しコ
トバ・

言
行
為と
思

考の
過
程花 、
漢
字は
どの
よ
うに
参
加する
か 、
お
よ
び 、
漢
字の
有利
性

不
便性」(ζ
と
ばの
字
宙 、一
九
六
七・一
O)
は 、
実
験の
結
果 、
意
味を
喚

起
する
の
に
文
字
表
象が
余
り
参
加し
ない
と
し
てい
る 、(鉛)
理
解につ
い

て
は 、
徳
川
宗
賢「理
解の
等位
線」(
国
語
学 、
六
四)
は 、
言
語
地理
学に

窓
味
論の
基
礎を
悶め
さ
せ
る
もの
で
あ
り 、
今後の
反
響が
期
待さ
れる 。

と
の
分
野に
は 、
鏡
味
明
克「
上
を
意
味する
語とそ
の
分
布
||

東
海
方
言

の
『ソ
ラ』
の
語
系
を
中心に
||」(

国
語
学 、
ムハ
四)
が
加わっ
た 。
(ね)

意
味の
客
観
的・
実
証
的
取
り
扱い
につ
い
て 、
今後は
言
語
地理
学か
らの

発
言が
強め
ら
れて
い
くだ
ろ
う 。

_._ 

，、

言語理論

意
味
論の
分
野で
は 、
国
広
哲
弥
「
構
造
的
意
味
論
||日

英両
語
対照
研

究
11」(一

九
六
七)
が

回旬。
言
語
抜
書と
し
て
現わ
れた 。
精
密な

理
論
構成
を
持っ
て
い
る 。(悦)
意
味
論・
表
現
論・
音
声
論の
論
文を
集め

た
もの
で 、
語の
意
味につ
い
て 、
発
話の
段
階の
意
味と
臨
時
的
要素を
捨

て
た
文の
段
階の
意
義
索と
を
区
別
す
れ
ば 、
文
脈が
意
味を
決定
する
が 、

意
義
素は
文
脈か
ら
決定
さ
れ
な
い
で 、
「選
択」
を
受
ける
と
す
る 。
「意

味」
は
音
韻
論の
音
声に
相
当
し 、
「
意
義
索」
が
音
素に
相当
する 。
意
義

素と
BrBロ円(
言
語
外の
事
物)
の
区
別が
立て
ら
れ 、
意
義素は 、
意
義

特
徴(円丘四〈白口付同gEz
--片

時
3・
副
隊
3・
N
妄Dd)
に
分
析さ
れ
る 。

乙
の
点は 、
服
部理
論に
準じ
てい
る 。
今
泉ヒ
ナ
子 =〉ロ-ロ円S-
ピロmE
En

日ロ〈gzm
EDロ
ロ『同「α]釦
宮口20
00口口
弓汁
O『
00弘 之
(
言語研
究 、
四九)

は 、
フォ
ダ
!

とカγ
ツ
の
意
味
論を
下
地に
置い
た
「
神」
「仏」
の
概
念

の
究
明で
ある
が 、
対
照
研
究の一
例に
なっ
て 、
そ
の
意
味
分
析の
手
順に

注
目さ
れる 。

七

平
凡
社か
ら
出た
日
本
語の
歴
史が
完結し
た
が 、
そ
の
別
泳三
言
語
史
研

究
入
門」
(一
九
六
六)(
笠
は 、
包
井
孝 、
河
野
六
郎 、
柴
凶
武 、
山田
俊
雄

の
執
筆で 、
資
料が
成
城
大
学や
築
品
裕か
ら
提
供さ
れてい
る 。
時間
的な

へ
だ
た
りにつ
い
て 、
言
語地
思
学と
杏
符を
扱う
文
献
学を
組み
合わ
せ 、

国
語
史研
究の
現
段
階を
踏ま
え
て
の
方法
論を
詳
細に
説い
て 、
今
後の
指

針と
し
て
注
目
さ
れ
る
労
作だ
が 、
言
語
地理
学が
言語
史を
平面の
拡が
り

に
描き 、
個々
の
認そ
れ
ぞ
れ
の
歴史
を
追
うの
だが 、
今は
構造
言
語地理

学が
生
ま
れつ
つ
あ
り 、
そ
の
よ
うな
観
点が
求
め
ら
れ
て
い
る
とい
う
指

摘 、
また 、
文
献
学もや
は
りパ
ロ
ル
で
な
く 、
ラン
グ
を
採る
もの
だ
とい

う
指
摘 、
そ
れに
共
時論と
適
時論で
組み
上
げる
新しい
文
字論の
建
設を

説い
てい
る
な
どの
点に
注
目
すべ
き
だ
ろ
う 。
言
語
史研
究に
現
在の
生
き

てい
る乙
と
ば
の
分
布と 、
共
時
言
語
体系が
強力に
参
加しつ
つ
ある乙
と

を
知
ら
さ
れる 。(お)

J\ 

文
体
論につ
い
て
も 、
日
本
文
体論
協
会
編 、
「
文
体
諭
入
門」(一
九六
六)

が
出た 0
9)

全
体を
貫く理
論の
統一
に
は
欠け
て
い
る
が 、
理
論や
方
法

と
内
外の
動
向に
付い
て
の
分
担
執筆(犯)
が
現
状の
展望に
役
立っ
てい
る 。

乙
の
執
筆
者の
ひ
と
り 、
波
多
野
完
治の
文
章心
理
学の
改
稿と
新
一ねに
よ
る
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総
括シ
リ
ーズ(扮)

の
刊
行が
進
行した
が 、
そ
の一
冊に
「
文
章心
理
学の

迎
論」(一
九
六
六)
が
ある 。
ピ
アジェ
や
ワロ
ン
を
中心
に
お
い
て 、
ブ

ランコ・
ス
イス
の
則
論をひ
ろ
く

各
同の
言
話
学者・
心
問
学
者・
哲
学
者

な
どの
説で
補っ
て
立て
ら
れた
言
語
悶
をこ
れに
よっ
て
改め
て
見ると
と

がで
き
る 。
そと
に
は 、
言
語
行
為の
成立
あるい
は
先
生の
見
地
か
ら
現
場

と
不
在の
場との
問に一
線
を
引い
て 、
一
寸前
文か
ら二
語
文の
間に
飛
躍
を

認め 、
言
語の
自
足
性が
現
場と
行
為か
らの
分
陥
で
完
成
する
との
見
解が

示さ
れて
い
る 。
乙
乙
に
佐
久
間
文
法の
段
階
説と
相
通じ
る
もの
が
ある 。

行
為
と
して
の
言
語は一
一詩
文によっ
て
も
成立
する
の
だ
か
ら 、
行
為と
し

て
の
言
語
か
ら 、
自立
した
言
語に
進み 、
さ
らに
現
実に
働き
か
け 、
創
造

す
る
思
考に
高ま
る
ラン
ガ
lジ

を
最
終
的に
解
くに
は 、
現
実
あるい
は
現

場と
そ
れに
参
加する
人
間の
行
動
を
も
組み
込ん
だ
A
算が
必
要に
な
る
の

で
は
ない
だ
ろ
う
か 。
佐
久
間に
よ
る
革命
手と
か 、
川
本の
試
みた
ヨ
a
g

の
組み
込
み
な
どが 、
そ
の
よ
う
な
方
向を
示して
い
る
か
もし
れ
ない 。
し

か
し 、
そ
れで
は
言
語の
自立
性を
どの
よ
うに
保
証
する
かとい
うと
と
に

な
る 。
言
語の
自
足
性は
両
極
化に
よっ
て
保証
さ
れ
る 。
ア」
の
両
組
化がた

だ
ちに
主
述と
は
な
ら
ない
乙
と
にひ
とつ
の
課
題
が
ある 。
言
語
表
現に
関

連して
言
語
の
機
能
を
通
達
(
社会
性)
と
象
徴の
基
本に
間い
てい
ると
と

と 、
通
達の
内
容が
意
味さ
れた
『
物
事』
で
ある
とい
う
ガl
ディ
ナ
ー

の

こ
と
ば
の
強
調 、
そ
れに
配
する
に
本
義に
対する
放
哀の
豆
視な
ど 、
ラン

ガ
1
ジ
(一言
語
作
用)
とパ
ロ
ル
(4一一口
行
為)
の
文
相
に
つ
い
て
一刷
版
すべ
き

話題
に
満
ちて
い
る 。

小
林
英夫「
文
体
系につ
い
て」(
文体
論
研
究 、一
一)
は 、
文
体
系の
特

質の
解
明 。
文
体
と
は 、
文
体
系のつ
く
り
あ
げる
椛
迭で
ある
と
する
立
場

か
ら
文
体
因
子の
中心に
位
する
そ
れ
を
考え 、
実作につ
い
て
取
り
出
して

見せる 。
牧
野
成一
「
変
形
文
法と
文
体
論」(
文
体
論研
究 、一
一)
に
見る

よ
うに 、
乙
乙
に
も
生
成
文
法が日
本
文を
資
料と
して
取
り入
れ
ら
れた 。

法則の
記
述が
終わっ
て
も 、
コ
ン
テ
キス
ト
とい
う
現実の
環
境とそと
に

お
い
て
実
現
する
表
面
構
造との
関
係が
問題
と
なっ
て
残る 。
そと
に
現わ

れる
統
計
的な
傾
向が 、
あた
か
も
椛
造に
内在する
特
徴の
よ
うに
な
る 。

ζ
れ
を
文
体
的
特徴と
呼ん
で
よ
か
ろ
う 。
乙
れ
は 、
言
語
能
力の
問題で
は

な
く 、
言
語
行
為だ 、
と
する 。
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九

国
鳥節
夫 、
「
言
語と
神
話」
(一
九
六
六・一
O)
は 、
レ
ヴイ"ス
トロ
ー

ス
の
構
造
人
類
学の
紹
介で 、
神
話索
(ヨヨ
Zヨ目)
に
よっ
て
神
話を
分
析

する
考え
方が
述べ
ら
れてい
る 。
文
化
現
象に
言
語と
同一
な
構
造の
原理

が
適
用で
き
る
と
して 、
ソシュ
l

ル
に
範を
取
り 、
項目
問の
「
関
係」
を

重
視し
て
い
る 、
佐々
木
明 、
「ロ
ラン・バ
ル
ト
と
記
号
学」
(
思
想 、一
九
六

六・一
O)
も 、
同じ
く
構
造
主
義に
立っ
て 、
文
学論
をひ
と
つ
の
記
号
学

と
して
展
開
する 、
ロ
ラン・
バ
ル
ト

の
文
芸
批
評の
考え
方を
紹
介してい

る 。
ロ
ラン・バ
ル
ト

著 、
森
本和
夫訳「
零
度の
文
学」(一
九
六
六)
で
は 、

文
化につ
い
て 、
ラン
グ
とパ
ロ
ル 、
コ
ード
とメッ
セ
ージ 、

能
記と
所
記

が
論じ
ら
れ 、
ソシュ
lル

の
ほ
かイエ
ル
ム
スレ
ゥ 、
マ
ル
チ、不 、
ヤコ
ブ

ソン 、
トルベ
ツコ
イ 、
メル
ロ・
ポン
チ
な
どが
引か
れてい
る 。
クロ
ー

ド・
レ
ヴィ
ス
トロ
ース

「
人
類
学に
お
け
る
不
変の
問
題」(ディ
オ
ゲ
ネ

ス 、
日
本
版一)
で
は 、
エ
ディ
プス
型
神
話の
構
造を
披
露してい
る 。
貞

潔
と
「
質
問が
存
在し
ない
解
答」
の
関
係は 、
近
親
相
姦
と
「
解
答が
存在

し
ない
質
問」
の
関
係に
相
当
する 。
そ
れ
は
また
四
季の
め
ぐ
りと
関
係が

ある 。
と
の
よ
うに 、
文
学な
り 、
神
話な
りの
研
究をで
きる
だ
け
客
観
的



に
し
よ
う 、
無意
識の
抽
象
段
階に
踏
み
込
も
う 、
特に
統
合的な
比
較の
基

準
を
立
て
よ
う
と
する
と
き 、
そ
れ
らの
内に
構
造
を
立て 、
そ
れ
を
構成
す

る
相
対的な
事
項を
考えよ
うと
するこ
と 、
また
そ
れ
ら
に
通
時的・
共
時

的
あるい
は
社
会
的
共
有
財と
な
る
ラ
ン
グ
と
個
性
的
実
現で
あるパ
ロ
ル
な

どの
各
種の
側
面
を
分
析的に
認め
よ
うと
する
建
設的な
理
由
はじ
?っぷ

ん
ある
け
れ
ど
も 、
言
語理
論を
直
ちに
そ
れ
らに
適
用し
て
対応さ
せ
る
真

の
理
由
は
何だ
ろ
うか 。
ま
だ
そ
れ
が
よ
くわ
か
ら
ない 。
し
か
し 、
言
語理

論の
本
性がと
の
よ
うな
試みで
明
ら
か
に
な
る
部
分
も
ある
だ
ろ
う 。

な
お 、
乙
れ
につ
い
て
は 、
海老
坂
武「メル
ロH
ポン
チ
の
言
語
観
をめ

ぐっ
て」
(号口
語
文
化 、
四)
も
参
照
すべ
きだ
ろ
う 。
フッ
サlル
の
現
象
学

に
立っ
て
言
語
観を
形
成し
た
メルロ"ポン
チ
は 、
戦
後
ソシュ
lル

に
強

く
影
響さ
れ
な
が
ら 、
通
時と
共
時と
を
弁
証
法的
に
関
連さ
せ 、
「
例言
語

の
生
成(
適
時
態)
は
偶
然的な
個々
の
言
語
事
実の
集
積で
は
な
く 。
八
運

動しつ
つ
ある
平
衡V
で
ある乙
と 。
川間
共
時
態の
う
ちに
現
実
化さ
れ
てい

る
体
系
は 、
けっ
し
て
現
実
態そ
の
ま
まで
は
な
く 、
つ
ね
に
潜
在
的な
変化

を
内に
含
ん
で
い
る乙
と 。
そ
れ
は八
お
た
がい
に
明
瞭に
分
節
化さ
れた
意

味
形
態の
体
系V
で
は
な
く 、
八
意
味に
よっ
て
よ
り
も
用
法の
価
値に
よっ

て
各々
が
決
定
さ
れ
る 、
収
徴的な
言
語
動
作の
総
体V
で
あるζ
と 、
とし 、

パ
ロ
lル

に
密
着さ
せ 、
こ
れ
と
思
考の
間に
内
在
的な
関
係を
立
て
る 。
そ

し
て 、
組
織
さ
れた
記
号の
聞に
内
在
的
意
味が
現わ
れ
る
と
し 、
次の
よ
う

に一一百う 。
「
私のい
まだ
無
言の
(
意
味)
志
向と 、
個々
の
言
葉との
聞の

媒
介
を
な
す 、
言語の
言語
的
意
味とい
う
もの
が
存
在す
る 。
そ
の
結
果 、

私のパ
ロ
lル

が
私
自身
を
驚か
せ 、
私に
私
の
パ
ン
セ
を
教え
る
の
で
あ

る 。
組
織さ
れた
記
号は
そ
れ
に
内
在
する
意
味を
持ち 、
乙
の
意
味は〈
わ

れ
思
うV
で
は
な
く 、
八
わ
れ
な
し
うる
V
に
も
と
づ
く
の
で
ある
己
乙
の

言語理論

よ
うな
反
省は
常に
必
要と
さ
れ
る
もの
だ
ろ
う 。

大
野
音 、
「日
本
人
の
思
考と
日
本
語」
(
文
学 、
一
九
六七・
士
己 、
丸
山

静「
言語と
文
学」(
文
学 、
一
九
六
六・一) 、
西
尾
実「
人
間とζ
と
ば
||t

言
語
生
活の
主
体
的
構
造
||(

文
学 、
一
九
六
六・
五)
な
ど
の
労
作
も
あ

っ
た 。
大
久
保
忠利 、
「
言
語の
機
能と
文
学のコ
トパ」

(一
九
六
六)
は 、

日
常のコ
トパ
と
文
学のコ
トパ

の
間
を
繋ど
うと
し 、
吉
本
隆
明「
言
語に

とっ
て
美と
は
な
に
か」 、
熊
谷
孝「
芸術とと
と
ば」 、
そ
の
他諸
説の
検
汀

を
し
て 、
作
品
解読 、
反
応
語の
実
験な
どの
成
果を
見せ
てい
る 。
戸
田
義

雄
「
言
葉の
成
就
||

宗
教に
お
ける
言
語シ
ン
ボル
の
機
能
||(

国
学院

大
学日
本
文
化
研
究
所
紀
要 、
二一)
は 、
ヵッ
シ
ラ
l

の
感
受
系と
反
応
系

の
閲のシ
ン
ボル
系が
言
語 、
神
話 、
宗
教 、
芸
術 、
科
学 、
歴
史
を
生
む
と

い
う
考え
に
立
ち 、
コ
ル
ジ
アス
キ
ー

の
空
間を
結ぶ
生
き
物
(動
物) 、
エ

ネル
ギ
ー

を
結ぶ
生
き
物(
植
物) 、
時を
結ぶ
生
き
物
(
人
間)
と
い
う乙

と
か
ら 、
「
時を
結ぶ」
働き
が
命題
言
語に
見
事な
表
出
を
み
せ
た
時に 、

最
高の
生
き
方が
み
ら
れ
る
と
し
てい
る 。
お)

。

乙
の
二
年間
は 、
総
括的な
しど
と
が
目
立
ち 、
同
時に
新理論へ
の
指
向

が
活
発に
なっ
た 。
飛
躍と
転
換の
時
期に
来てい
る
の
か
もし
れ
ない 。
海

外で
も 、
夕 、グ
メ
l
ミ
ク
ス
に
対
する
新
興
の
変形
文
法・
成問
文
法
の
ほ

か 、
C・
F-
ホ
ケッ
ト

の
転
換
文
法 、
M・
A-
K・
ハ
リデ
イの
範
鴎
文

法
な
どが
渦
巻い
てい
る
ら
しい 。
わ
が
国で
は 、
言
語
構造の
記
述
方
法が

乙
の
二
十
年で
よ
うや
く

根
付き
始め 、
形態
論・
意
味論・
文
体
論・
方
言

研
究に
そ
の
出
発が
見
ら
れ
る
と乙
ろだ
が 、
そ
の
力を
養いつつ 、
他
方
角

度
を
変え
て 、
生
産
的
な
チョ
ム
ス
キー
理
論を
も
積
極
的に
検
討
する
働き
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が
育っ
てい
る 。
文
化
科
学の
諸
領域
また
自
然
科
学な
ど
か
ら
も
期待
と
提

言が
出て
きつ
つ
ある 。
ζ
うし
て 、
言語の
多
様な
側
面に
光
が
当て
ら
れ

る
と
と
を
喜ぼ
う 。

以
上の
叙
述に
は 、
筋に
大
き
な
煽
り
が
ある
と
恩
わ
れる
し 、

取るべ
き

もの
を
落
と
し 、

分
科に
踏
み
込
み
す
ぎた
とζ
ろ
も
多い 。
また 、
妄
言を

もっ
て
無
知・
無理
解を
示し
た
とζ
ろ
も
あ
ろ
う 、
行き
届か
な
さ
を
お
ゆ

る
し

願い
たい 。

町玉

(
1)

編
集
者一一松
村
明 、
森
岡
健
二 、
宮
地
裕 、
鈴
木一
彦 。
五
O
名
近

い
結
集
者
が
時
枝
文
法
に
つ
い
て
各
方
面
諸
部
門
の
論
を
展
開
し
て
い

る 。

(
2)

執
筆
者一
服
部
四
郎
(
言
語
学) 、
藤
崎
博
也
(
電
子
工
学) 、
梅
津

八
三
(
心
理
学) 、
藤
村
靖
(
音
声
言
語
科
学) 、
野
崎
昭
弘
(
計
算
数

学) 、
末
木
剛
博
(
哲
学) 、
碧
海
純一
(
法
哲
学) 、
今
道
友
信
(
美

学・
芸
術
学) 、
藤
堂
明
保
(
中
国
語
学) 、
松
村
明
(
国
語
学) 。

(
3)

佐
藤
喜
代
治
「
日
本
文
法
の
研
究
法」
(
国
語
学 、
六
六)
は 、
主
と

し
て
プ
ロ
ッ
ク
の
方
法
論
の
紹
介
批
評 。

(
4)

山
口
光
「
形
容
詞
に
お
け
る
子
音
語
幹一
の
仮
設」
(
国
語
学
会
研
究

発
表 、
一
九
六
七・
五)
「
文
語
の
活
用
規
則」
(
国
語
学
会
研
究
発
表 、

一
丸
六
七・一
一
)
も
生
成
文
法
の
試
み
で 、
後
者
で
は 、
表
意
表
記

か
ら
表
音
表
記
へ
の
変
換
が
み
ら
れ
る 。

(
5)

服
部
四
郎
「
チ
ョ

ム
ス
キ
ー

博
士
を
む
か
え
て」
(
と
と
ば
の
宇
宙 、

一
九
六
六・一
一
) 、
黒
田
成
立
「
ノ
l

ム
・

チ
ョ

ム
ス
キ
ー

の
横
顔」

(
と
と
ば
の
宇
宙 、一
九
六
六・
八) 、
男
康
雄「
ノ
1

ム・
チ
ョ

ム
ス
キ
ー 、

文
法
の
構
造」(一
九
六
三)
を
見
よ 。
ゼ
リ
グ・
s・
ハ
リ
ス
に
学
ん
だ

チ
ョ

ム
ス
キ
ー

は 、
ア
メ
リ
カ
の
構
造
言
語
学
の
環
境
で
育っ
た
が 、
プ

ル
l

ム
ヌ
ィ
!

ル
ド

以
来
の
帰
納
的
な
言
語
研
究
が 、
文
の
二
義
位
や

創
造
性
の
解
明
に
行
き
詰
ま
る
の
を
知っ
て 、
人
間
特
有
な
精
神
活
動

と
し
て
構
文
能
力
を
と
ら
え 、
そ
の
発
現
の
手
順
を
ま
ず
規
則
と
し
て

仮
設
し 、
の
ち
に
そ
の
妥
当
性
を
具
体
化
し
た
音
声
形
式
で
検
証
し
よ

う
と
す
る
演
線
的
研
究
法
に
転
向
し
た 。
話
さ
れ
て
し
ま
っ
た
音
声
資

料
だ
け
に
信
を
泣
く
の
で
は
な
く 、
む
し
ろ
話
者
の
内
省
を
重
ん
じ 、

と
れ
か
ら
新
し
く
生
ま
れ
る
可
能
性
を
逃
が
す
ま
い
と
す
る 。
知
的
能

力
と
そ
の
規
律
と
そ
言
語
の
本
質
だ
と
す
る
の
だ 。
具
体
的
発
話
の
背

景
に
は 、
そ
れ
を
操
作
し
て
い
る
精
神
活
動
と
し
て
の
判
断
の
単
位
が

あ
り 、
そ
の
組
み
合
わ
せ
が
精
神
の
基
底
に
横
た
わ
る
構
文
と
し
て
控

え
て
い
る 。
つ
ま
り 、
文
の
表
層
構
造
花
対
し
て
深
層
構
造
が
あ
り 、

そ
の
問
は 、
心
的
操
作
の
生
成
過
程
と
し
て 、
一
定
で
有
限
の
亥
換

(
変
形 、
転
成)
の
規
則
で
結
び
付
け
ら
れ
る 。
ζ
の
よ
う
に
心
内
に
全

く
抽
象
的
に
設
け
ら
れ
た
新
し
い
記
述
段
階
と 、
そ
れ
を
意
味
(
深
居

構
造
が
窓
味
を
そ
ろ
え
て
い
る
と
い
う
が 、
ζ
れ
は
修
正
を
要
す
る 。)

と
背
声
に
浮
か
び
あ
が
ら
せ
る
変
換
規
則
の
存
在
と
が 、
生
成
あ
る
い

は
変
換
文
法
の
骨
組
み
に
な
っ
て
い
る 。
そ
し
て 、
構
文
の
基
底
に
あ

る
体
系
と 、
そ
れ
ら
の
組
み
上
げ
方
を
規
定
し 、
基
底
の
構
造
が
具
体

的
な
文
に
実
現
す
る
規
則
の
総
体
を
言
語
休
系
と
し
て
い
る 。
言
語
と

そ
は 、
理
性
に
よ
る
創
造
の
休
系
で
あ
り 、
発
現
ご
と
に
新
し
く
組
み

上
げ
ら
れ
る
が 、
若
干
の
抽
象
的
な
構
造
と
若
干
の
形
式
的
な
操
作
で

そ
の
多
様
性
が
生
み
出
さ
れ
る
の
で
あ
り 、
人
間
生
来
の
能
力
の
発
現

で
あ
っ
て 、
そ
の
機
能
は
諸
言
語
に
普
遍
的
な
も
の
だ
と
考
え
て
い
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る 。
諸
言
語
の
相
違
は 、
同一
の
基
底
に
異
な
っ
た
変
換
規
則
が
適
用

さ
れ
る
と
と
に
よ
る
と
考
え 、
日
本
語
そ
の
他
へ
の
と
の
理
論
の
適
用

に
チ
ョ

ム
ス
キ
ー
自
身
が
非
常
な
関
心
を
持っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い

る 。
安
井
稔
「
変
形
文
法
理
論
と
レ
ベ
ル」
(
ζ
と
ば
の
宇
宙 、
一
九

六
六・
八)
も
見
よ 。

〈
6)
ノ
l
ァ
ム
・
チ
ョ

ム
ス
キ
ー

講
演
(
と
と
ば
の
宇
宙 、
一
九
六
六・

八)口
一山
川
本
茂
雄
訳
「
言
語
と
人
間
科
学」 、
ω
鈴
木
孝
夫
訳
「
と
と

ろ
の
研
究
に
対
す
る
言
語
学
の
貢
献」 。

言語理論

〈
7)

井
上
和
子
「
チ
ョ

ム
ス
キ
ー

の
言
語
理
論
と
日
本
文
法」
(
ζ
と
ば

の
宇
宙 、
一
九
六
六・
八) 。

(
8)

勇
康
雄
「
日
本
語
の
構
造」
(
英
語
教
育 、
一
九
六
四・一
一
ーー一

九

六
六・
三)
補
助
動
詞
に
よ
る
構
造
の
分
析
が
詳
細
に
わ
た
っ
て
い
る 。

(
9〉

早
回
線
洋
「
東
京
方
言
の
音
韻
化
規
則」
(
言
語
研
究 、
四
九)
音
韻

部
門
に
つ
い
て
の
全
般
的
な
試
み 。
特
に 、
「
語」
ア
ク
セ
ン
ト

の
規

則
に
く
わ
し
い。

(
日)

黒
田
成
幸
「
促
音
及
び
援
音
に
つ
い
て」
(
必
ぺ
最
終
行)
を
見
よ 。

(日)
Z・
の
宮自明ruJ
のωユ
83ロ
ピロ間口5t
g
〉
の
宮司円四円
百円r白

出町門DHU『
O同
HN
R-oロ白ご師同
、H，ro己∞
宮(
Z・
Jへ・
5
2)
を
見
よ 。
な
お

印
ぺ
!

ジ
最
後
か
ら
五
行
目
以
下
を
見
よ 。

(
ロ)
Z-
〔UFO
B凹r
uコ
〉
名目口仲田
O『
各自
吋rmD同可
口問
ω可ロ
gH
(の白
5・

Z
Emo
d-
ω・
〉-w
呂田町)
や
Z-
のro
B帥}向
子
。口同岡市ロ昨
日町田口角川凹
3

r口問
E日門戸口
叶
ZOH可
(
吋町四
国同∞ロ0・
HU
E)
が
最
近
の
考
え
方
を

知
る
の
に
よ
い 。

(
日)
チ
ョ

ム
ス
キ
ー

に
よ
れ
ば 、
音
韻
部
門
へ
の
イ
ン
プ
ッ
ト

で
は
音

韻 、
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト

で
は
音
声
が
与
え
ら
れ
る 。
そ
の
分
析
に
は 、
音

声マ
ト
リ
ッ
ク
ス
が
用
い
ら
れ 、
行
に
セ
グ
メ
ン
ト

を 、
列
に
芥
別
的

特
徴
を
置
く 。
稿
文
の
表
倍
構
造
に
音
韻
表
記
が
自
動
的
に
決
ま
っ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
し 、
そ
と
に
形
態
音
韻
論
や
音
系
論
が
介

在
す
る
か
ど
う
か 。

(
凶)

南
不
二
男
「
長
崎
県
口
之
津
方
言
の
形
態
音
韻
体
系」
(
国
語
学 、

三
八)
の
続
編
に
当
た
る 。

(
日)
チ
ョ

ム
ス
キ
ー

は 、
音
素
を
立
て
な
い 。
そ
の
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
の
セ

グ
メ
ン
ト
は 、
フ
ォ
l
ン
と
さ
れ
る 。

(
日)

J・
D・
7
ッ
コ
l
レ
l

「
怠
味
と
言
語
の
記
述」
(
と
と
ば
の
字

街 、
一
九
六
七・
九

||一
一
) 。
怠
味
投
影
規
則
を
考
え 、
意
味
表
記

と
統
辞
表
記
と
が
本
質
的
に
は
同
じ
形
式
的
性
質
を
も
っ
て
い
る 、
と

す
る 。
そ
れ
ら
を
等
価
に
対
応
さ
せ
て 、
単一
の
規
則
体
系
で
表
庖
に

導
く 。

(
げ)
A
・
グ
ロ
1
タ
l

ス 、
柴
田
武 、
「
誤
訳
1

ほ
ん
や
く
文
化
論」
(一

九
六
七)
で 、
テ
レ
ビ
の
「
ジ
ェ
ス
チ
ャ
l」

の
身
ぷ
り
が
限
定・
殺

限
定
の
販
を
逆
転
し
た
と
と
に
つ
い
て
「
日
本
語
ら
し
く
な
い
語
順」

ムアし
ゃん。

(
山由)

国
広
哲
弥
「
構
造
的
意
味
論」
(一
九
六
七)
に
再
録 。

(
凹)
田
村
す
ず
子
「
文
法」
(
講
座
日
本
語
教
育一 、

ら
れ
る 。

二)
な
ど
に
も
見

(
加)
そ
の
内
容
は一
③
ポ
ー

ルn
ロ
ワ
イ
ヤ
ル 、
一
般
的
理
論
的
文
法(一

六
六
O)
が 、
多
桜
花
創
造
的
な
言
語
現
象
に
お
い
て
心
中
に
働
く
能

動
的
な
論
理
を
追
究
し
た
と
と 、
⑥
デ
カ
ル
ト
ら
の
理
性
主
義
が 、
当

時
の
機
械
論
を
背
景
と
し
な
が
ら 、
反っ
て
精
神
の
指
標
と
し
て
文
法

を
考
え
た
と
と 。
@
現
代
言
語
学
は 、
表
陪
構
造
の
分
析
を
試
み
て
き
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た
が、
産
出
(
生
成)
文
法
は、
理
性
主
義
を
復
活
し
て、
そ
れ
に
運

用
の
技
術
と
確
実
な
規
定
を
加
え
て
言
語
研
究
の
抑制
限
の
可
能
性
を
持

つ
こ
と
に
なっ
た
こ
と。

(
幻)
C・
S-
パ
1
ス
は、
記
号
を
イ
コ
ン、
ィ
ン
デ
ク
ス、
シ
ン
ボ
ル

に
分
け、
一言
語
記
号
に
そ
れ
ら
の
湿
存
を
認
め
る。
ま
た、
ィ
コ
ン
を

過
去
と、
イ
ン
デ
ク
ス
を
現
在
と、
シ
ン
ボ
ル
を
未
来
と
対
包
さ
せ

る、
「
其
に一
般
的
な
も
の
な
ら
何
で
も、
無
限
定
な
未
来
に
向
け
ら

れ
る。
な
ぜ
な
ら、
過
去
は、
実
際
に
起
こ
っ
た
と
と
が
ら
の一
定
の

集
会
し
か
合
ま
な
い
か
ら
で
あ
る。
過
去
は
事
実
上
の
こ
と
に
属
し
て

い
る。
し
か
し、
一
般
法
則
は、
完
全
に
実
現
さ
れ
え
な
い。
そ
れ
は

可
能
性
で
あ
る。
そ
の
あ
り
か
た
は、
2
8
5
p
z
g
(
未
来
に
あ

る
と
と)
で
あ
る。」

(
n)
服
部
四
郎
「ロ
7
l
ン・
ャ
i
コ
プ
ソ
ン
教
授
に
つ
い
て」
(
と
と

ば
の
宇
宙、
一
九
六
七・
八)。

(
お)
日
本
語
に
直
接
触
れ
る
ζ
と
と
し
て
は、
万
葉
長
歌(
六
|
九
七一
)

の
部
分
に
つ
い
て
の
詳
細
な
音
鼠
的
構
成
の
分
析
の
紹
介、
現
代
格
助

詞
の
相
関
図
の
試
み
な
ど
が
あっ
た。

(
担)
言
語
病
理
は、
注
お
の
児
童
の
言
語
的
発
達
と
関
係
が
あ
るo
HN・

』白ror曲。口"
、H，dぐO
〉師同】叩円円回
口町
戸白ロ閃口島問。
白コ《凶
同君O
Q甘巾凹
D『

〉
Z
S広
島田仲己『
EDnm回
会見・』白ror凹Oコ
白ロ向日
玄-
Z白]]夕
日吋
5
e­

ヨ巾ロgr
o同
戸田口問口白ぬ叩と(叶}同冊
目白mE0・
H由印白)
古田ユ
同・
あ
と
に

覚
え
た
事
項
は、
早
自
に
失
う。

(
お)
と
の
分
野
に
つ
い
て
は、
大
久
保
愛
「
幼
児
言
語
の
発
達」
(一
九

六
六)
満一
才
か
ら
六
才
の
言
語
発
達
の
追
跡 、
村
田
孝
次
「
幼
児
の

言
語
発
迷」
(一
九
六
七)
発
遠
心
理
学
的
研
究
の
総
合
的
成
果、
が

刊
行
さ
れ
た。

(
お)
深
岡山
と
い
っ
て
も、
心
理
や
病
理
か
ら
い
っ
て
い
る
の
で、
チ
ョ
ム

ス
キ
!
の
い
っ
て
い
る
論
理
的、
仮
設
的
な
深
厨
と
は
か
み
あ
わ
な

い。
ヤ
コ
ブ
ソ
ン
自
ら
深
層
と
は
何
か
と
問
い
か
け
た。

(
幻)
朝
鮮
語
の
属
性
的
表
現
に
対
し
て、
日
本
語
に
は、
属
能
的、
つ
ま

り
能
格
的
(白『閲兵20)
表
現
を
認
め
る。

(
お)
ア
イ
ヌ
語
で
目
的
諮
の
数
が
他
動
詞
の
形
に
反
映
す
る
と
と、
日
本

語
で
位
絡
が
主
格
に
立
つ
こ
と
を
敬
語
法
か
ら
指
摘
で
き
る
と
と、

ロOBE
己
完叩
口白凹ぬ
は
「
名
格」
ま
た
は
「
無
格」
と
すべ
き
こ
と、

な
ど。
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(
却)
樺
島
忠
夫
「
文
章
工
学
||
表
現
の
科
学
||」
(一
九
六
七
五、

計
量
的
方
法
で
公
式
化
さ
れ
た
新
修
辞
論
だ
が、
理
解
と
構
文
と
ζ
の

表
現
と
で
ひ
とつ
の
研
究
体
系
を
成
す。

(
ω)
0
5円7
2
d司
gnr
」
-5
3
8
3
5
0
こ白古田
吉田0・
P
2
5

由
主
〉
5
5官官(
巧H
g
gLop
HU町田)
も、
そ
の
ひ
と
つ。
乙
と
で

は、
機
能
的
要
紫
と
し
て
の
苛
紫
が
強
調
さ
れ、
和
語、
漢
語、
ョ
l

ロ
Y
パ
系
外
来
語
を
別
枠
に
し
て
検
討
さ
れ
る。
子
音
音
采
の
呉
音
に

つ
い
て、
鼻
音
化、
口
蓋
化、
擦且日
化、
唇
音
化
が
算
入
さ
れ
る。
そ

の
機
能
的
な
類
別
に、
形
態出口
預
関
係
が
考
慮
に
の
ぼ
る。

(
剖)
ω
三口ou、
宮-
Hh
mgdr・20
E-
5叩
D『
g
g江田口三FO
E-
Q
SB目白円ご

(0
8円mao宅PH由自由)
イ
エ
ル
ム
ス
レ
ウ
の
延
長
線
に
あっ
て、
言
語

を
関
係
の
休
系
と
考
え
る。
出可司
2
8
3叩ヨ一口・ω巾
HUms-口-
F巾H
EMU­

宮O吋}urms-nw
]uroロ0
5ku
z
uよ)Duroロ刊日一口
の
六
局
を
設
け、
そ
れ

ぞ
れ
が
g口江口
ヨ=
RP
由一Z
S
忠一ロロ
-u白2
RP
rロO門
官2
2p

田一閃口
宮同Z
E
で
構
成
さ
れ、
要
索
の
関
係
は、
白ロι…
03
0
三巾門
主日



言 語 理 論

ロロO『品目円
a-
己目}4
2
丘一
LO
唱コ
司白
え
で
記
述
さ
れ
る。

(
担)
芳
賀
純 、
江
川
清
「
漢
字
の
有
意
味
度
に
関
す
る
探
索
的
研
究」

(
計
量
国
語
学 、
三
八 、
四一)
を
参
照 。

(
お)
鏡
味
明
克
の
試
み
は 、
「
東
海
地
方
の
カ
ミ・
シ
モ
の
意
味
構
造
に

つ
い
て」
(
三
重
方
言、
二
O)
に
も
見
ら
れ
る 。

(
剖)
意
味
の
抽
出
作
業
に
つ
い
て 、
服
部
四
郎
「
意
義
菜
の
格
造
と
機

能」
(
言
語
研
究 、
四
五)
の
原
則
と
呼
応
し
て
い
る 。

(
お)
肘
門72
三
E
R
B白HJ
回
自己戸同
支の0
5
3口市ロ門戸田-
〉口出]可日目的
O同

。
。
ロ
巾吋
白-

〈
on
白
r
E
s
q
-

叶
}戸
市

ω
巾
ヨ
白
ロ
江口ω同『
巴
円
2
3

0町
田
凹
2

0叫

〈
巾『
『凹

5

開
口
m
E目
}f

国
吉
弘』祖
国
ロ
L

』
出
回】
白
口
四回
muu
門
口円
巾吋
口
白
江
口
口
ω一

】
ロ
ロ叶
ロ
白]
D『

〉
ヨ
2-
口
白
ロ

ピ
コ
ぬ
巳戸田
口
口凹
(
呂
田
町)・

(
鉛)
W・
p・
レ
l

マ
ン
若
松
波
有
訳
「
歴
史
言
語
学
序
説」
(一
九
六

七) 。

印欧
語
研
究
を
中
心
と
し
た
言
語
史
の
扱
い
方
も
参
照
す
べ
き

だ
ろ
う 。

(
初出)
歴
史
的
研
究
に
は 、
佐
藤
喜
代
治
「
日
本
文
立
史
の
研
究」
(一
九

六
六) 、
西
尾
光
雄
「
日
本
文
章
史
の
研
究
上
古
篇」
(一
九
六
七) 、

前
者
に
は 、一
部
用
字
論
が
含
ま
れ 、
後
者
で
は 、
表
現
の
流
れ 、
転

化
の
切
点 、
文
体
核
な
ど
が
関
わ
れ
て
い
る 。
森
重
敏「
文
休
の
論
理」

(一
九
六
七)
は 、
文
体
に
よっ
て
主
題
・

筋・
成
立
の
背
景
ま
で
解

明
し
よ
う
と
し
て
い
る 。
安
本
美
山間
「
文
章
心
理
学
の
新
領
域」
(一

九
六
七)
は 、
文
学
史
に
計
話
的
文
体
論
を
持
ち
ζ
ん
だ
も
の 。
漢
字

の
将
来
性
も
扱
わ
れ
て
い
る 。

(
犯)
立
場
と
方
法
に
つ
い
て 、
小
林
英
夫 、
波
多
野
完
治 、
東
回
千
秋 、

西
尾
光
雄 、
林
和
夫 、
棒
島
忠
夫
が 、
諸
国
の
研
究
の
展
望
に
つ
い
て 、

芦
田
孝
昭 、
林
巨
樹 、
西
国
直
敏 、
永
井
康
視 、
東
国
千
秋 、
河
原
歪

治 、
山
本
明 、
川
口町
宏
が 、
応
用
と
周
辺
に
つ
い
て 、
増
淵
恒士口 、
外

山
滋
比
古 、
林
四
郎 。

(泊)
「
最
近
の
文
章
心
開
学」
「
文
章
心
理
学」
(
新
杭)
に
続
い
て 、
「
現

代
文
章
心
理
学」
(一
九
六
六) 、
「
創
作
心
理
学」
(一
九
六
七) 。
別

に
「
文
章
診
断
学」
(一
九
六
六)
が
出
た 。
な
お 、
森
岡
健
二
「
文

立
構
成
法」
(一
九
六
六)
が
あ
り 、
寿
岳出品
子
「レ
ト
リ
ッ
ク
lll

日
本
人
の
表
現」
(一
九
六
六)
も
あ
る 。

(ω)
輿
水
実
「一言
語
哲
学
(
新
版)」
(一
九
六
六)
は
戦
前
の
著
書
の
復

刊 。
歴
史
と
諸
問
題
を
扱っ
て
い
る 。
シ
ュ
テ
ン
ツ
ェ
ル 、
ピュ
1
ラ

l 、
カ
ツ
シ
ラ
l 、
ク
l

チュ
ラ
1 、
ラ
ッ

セ
ル
ら
の
紹
介
が
あ
る 。

l

間

山

大

学

法

文

学

部

助

教

授

|
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